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地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）の推進

○ 技術系職員が限られる中でも、的確なインフラメンテナンスを確保するため、複数自治体のインフラや
複数分野のインフラを「群」として捉え、効率的・効果的にマネジメントしていく「地域インフラ群再生戦略
マネジメント（群マネ）」を推進。

［施策検討と全国展開の流れ］

R5.8 群マネ検討会＊２の設置

R5.9 群マネモデル地域の公募

R5.12 群マネモデル地域の選定

R7.10 「群マネの手引きVer.1」の公表

R4.12 国土交通大臣＊１への提言手交

＊１︓社会資本整備審議会・交通政策審議会技術分科会技術部会
『総⼒戦で取り組むべき次世代の「地域インフラ群再⽣戦略マネジメン
ト」〜インフラメンテナンス第2フェーズへ〜』

＊２︓「地域インフラ群再⽣戦略マネジメント計画策定⼿法検討会」及び
「地域インフラ群再⽣戦略マネジメント実施⼿法検討会」

群マネ検討会にて、先⾏事例調査や
モデル地域における試⾏等をもとに議論

 「群マネの手引きVer.1」を用いた普及活動
（自治体説明会等）

 「群マネの手引きVer.2」の策定に向けて、既存
事例が乏しいスキームを含めた更なる議論

［地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）の概要］

＜市区町村における技術系職員数＞

0人
435団体
25%

6~10人
214団体
12%

５人以下が
約５割

※地方公共団体定員管理調査
結果（R6.4.1時点）より国土交
通省作成。なお、一般行政部
門の職員を対象に集計。

※技術系職員は土木技師、建
築技師として定義。

＜建設後50年以上経過する社会資本の割合＞

道路橋
［約73万橋］
*橋⻑2m以上

トンネル
［約1万2千本］

河川管理施設
［約2万8千施設］

下水道管渠
［約49万km］

港湾施設
［約6万2千施設］

水道管路
［約74万km］

［インフラメンテナンスを巡る課題］

広域連携の群マネ

市区町村同士の「水平連携」や都道府県も関与する
「垂直連携」により、自治体の枠を越えてマネジメント

多分野連携の群マネ

道路や河川、公園、下水道など、
インフラ分野の枠を越えてマネジメント

Ａ県

C町
etc…

Ｂ市 D村

Ａ市

Ｃ村Ｂ町

Ａ市

etc…
道路 公園 上下水道河川

スケールメリットや創意工夫により、メンテナンス業務を効率化

人材育成、技術者連携の
ネットワーク化

技術者
の束

自治体の束

A市 B町

C村
発注者としての連携体制

（自治体間、部署間）
受注者としての連携体制

（JV、事業協同組合等）

事業者の束

建設会社

コンサルタント

IT会社

等

【 ３ つの束 】 【 マ ネ ジ メ ン ト戦略 】

データを束ねる

プロセスを束ねる

契約年数を束ねる

性能規定等の導入
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「群マネの手引きVer.1（群マネ入門超百科）」 ※R7.10.14公表

○ 「群マネの手引きVer.1」では、群マネの概念や期待される効果を紹介した上で、群マネの類型や先行事例、
実施プロセス、計画策定の考え方等を解説することで、導入検討から実践までサポート。

目 次

インフラメンテナンスの｢見える化｣
 全国の｢見える化｣
 自治体毎の｢見える化｣

群マネのコンセプト
 インフラメンテナンスの現場の苦悩
 群マネの概念と目指す姿
 先行事例における効果の声
 ｢群マネ｣と｢束｣

群マネのメニュー
 群マネの類型
 先行事例（広域連携､多分野連携､プロセスの束）
 キーワード解説

群マネの実施プロセス
 標準的なステップ
 各ステップのＱ＆Ａ
 群マネを進める上での心得
 先行事例におけるエピソード（苦労話など）

群マネの計画策定
 群マネの計画策定で検討すべき項目
 自治体計画への位置づけ方法

人の群マネ（技術者の束）
 ｢人の群マネ｣について
 全国や各地域の取組例

１

２

３

４

５

６

全国や自分のまちは
どういう状態？

「群マネ」って
なに？

「群マネ」の
具体例はある？

具体の一歩を
どう踏み出せばよい？

「群マネ」を進めるため
に何を決める？

「群マネ」の素地は
どのように作る？
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「群マネの手引きVer.1」 P3１ インフラメンテナンスの「⾒える化」 全国の「⾒える化」



「群マネの手引きVer.1」 P5２ 群マネのコンセプト 自治体毎の「⾒える化」
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「群マネの手引きVer.1」 P7２ 群マネのコンセプト 先⾏事例における効果の声
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「群マネの手引きVer.1」 P15-16３ 群マネのメニュー 先⾏事例（多分野連携×⽇常維持管理業務）
 域内業者のみのJV  域外業者を含むJV等
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「群マネの手引きVer.1」 P21-22４ 群マネの実施プロセス 標準的なステップ

標準的なステップ

「プロジェクトチーム」を立ち上げよう

「目標」と「ロードマップ」を描いてみよう

STEP

1

「 群マネの実施方針案」 を作成しよう

インフラ分野や対象業務など「ターゲット」を見定めよう

「期待される効果」を整理しよう（効果の試算も含む）

自治体間や部署間の「役割分担」を決めよう

STEP

2

自分の仕事の「現実と理想」を分析してみよう

「悩みを共有」するために、足を運んでみよう

群マネ以外も含めて、「現状の打開策」を考えよう

STEP

0

• 群マネの「標準的なステップ」として、導入検討から事業実施まで以下の流れが考えられます。
※状況に応じて、前後したり、前のステップに戻るなど、柔軟に検討を進めても構いません。

• また、自治体部署や事業者以外にも、実施方針の検討状況や事業の進捗状況等に関する「議
会への説明」や、事業完了後の市民アンケートなど「地域住民との対話」を適宜実施することが
考えられます。

準備段階

キックオフ

実施方針の検討

「スタートの準備」をしよう

スタート後は「定期的にモニタリング」しよう

「突発事象（契約変更やトラブル等）」に対応しよう

「成果」をチェックしよう

STEP

5

「効果のフォローアップ」をしよう

「改善策」を検討し、次期事業をステップアップしよう

STEP

6

「ファーストコンタクト」を取ってみよう

「サウンディング調査」の形式やタイミングを設定しよう

「勉強会」や「アンケート」の中身を検討し、実施しよう

事業者からの声を踏まえて、「実施方針を完成」させよう

STEP

3

自治体間や部署間で連携して、「予算」を用意しよう

地域要件や入札方式等を定めて、「発注図書」を作成しよう

「発注手続き」を進めよう（公告、公募、事業者選定、契約）

STEP

4

「 群マネの実施方針」 を公表しよう
※適宜ʝʛ協定締結ʜやʛ各種計画への位置づけʜを進めよう

予算要求、 発注手続き

事業者とのコミュニケーション

事業実施

評価、 次期事業の検討
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「群マネの手引きVer.1」 P19３ 群マネのメニュー 【コラム】 キーワード解説
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「群マネの手引きVer.1」 P29４ 群マネの実施プロセス 各ステップのＱ＆Ａ
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「群マネの手引きVer.1」 P31４ 群マネの実施プロセス 各ステップのＱ＆Ａ

「導入効果はどのように試算する？」Ｑ

Ａ
• 不確定要素が多く、大掴みの概算となることに留意しつつ、付録編【導入効果試算ツール】

を活用して、事業導入による直営対応時間の変化（アウトソーシング等による縮減）や委
託金額の変化を想定することで、「直営＋委託」のトータルコストを比較できます。

• なお、直営対応時間は、人件費単価を設定することで、貨幣換算が可能です。

STEP2 実施方針の検討 「期待される効果」を整理しよう（効果の試算も含む） Ｑ2-7

用意するデータ

①委託金額の変化想定
現状の委託金額
束ねた後の委託金額

②直営対応時間の変化想定
現状の直営対応時間
束ねた後の直営対応時間

アウトプット

設定する項目

直営対応時間を貨幣換算
するための人件費単価

導入効果試算シート（●●町）

トータルコストの変化

現状

委託

直営

導入後

直営

委託
（従前と同項目分）

新たに
必要となる経費

効率化による
コスト縮減

直営対応時間
の縮減

直営＋委託の
トータルコストの縮減
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「群マネの手引きVer.1」 P32４ 群マネの実施プロセス 各ステップのＱ＆Ａ

11



「群マネの手引きVer.1」 P47４ 群マネの実施プロセス 各ステップのＱ＆Ａ

「先行事例では、どのように事業をステップアップさせていった？」Ｑ

Ａ
• 先行事例でも、一足飛びにすべてを盛り込んだわけではなく、前期事業におけるフォロー

アップを踏まえて、業務項目の追加や対象エリアの拡大、契約年数の長期化、性能規定の
導入など、段階的に事業をステップアップさせています。

STEP5 評価、次期事業の検討 「改善策」を検討し、次期事業をステップアップしよう Ｑ6-2

フェーズ（左記エリア以外も含めた全体像）自治体（エリア）

H21～H24：第1期モデル事業（単年契約）、H25～H28：第2期モデル事業（2年契約）、
H29～：正式導入、R3～：性能規定・MMR導入

福島県
（宮下土木事務所）

H29～H30：中心市街地の一部エリアで導入（2年）、H31～R5：中心市街地全域へエリ
ア拡大＋1地区追加（5年）、R3～R5：1地区追加（3年）、R6～R10：市全域の5地区へ拡
大（5年）

新潟県三条市
（嵐北・大島地区）

R4～R5：大館南地域で試行（路肩草刈で性能規定、1年4カ月）、R6～R8：大館南地域
でエリア拡大（性能規定の適用拡大、3年）、R7～R9：大館西地域にて導入予定（公園業
務を追加、3年）

秋田県大館市
（大館南地域）

H22～：日光土木事務所で開始（順次、全９土木事務所単位での包括発注に拡大）、
R4～：3事務所は半期単位の契約を通年契約化、R6～：通年契約化を6事務所に拡大

栃木県
（栃木土木事務所）

R1～R2：道路維持、R3～：河川維持を追加三重県四日市市

R6～R8：第1期開始（総価契約＋単価契約）
※1年目単価契約の業務を2年目は総価契約と単価契約から選択可能

三重県明和町
（町全域）
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「群マネの手引きVer.1」 P49-50４ 群マネの実施プロセス 先⾏事例におけるエピソード（苦労話など）
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「群マネの手引きVer.1」 P8２ 群マネのコンセプト 「群マネ」と「束」
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「群マネの手引きVer.1」 P53６ 人の群マネ（技術者の束） 「人の群マネ」について

「人の群マネ」について

• 小規模自治体の職員は、周りに技術系職員がほとんどおらず、技術の伝承や蓄積はもとより、
自己研鑽の余裕もありません。こうした自治体職員にとっては、組織と組織がつながる前段とし
て、所属の枠を越えて技術者が「個人」としてつながる「人の群マネ」も重要です。

• 例えば、近隣自治体の経験豊富な職員に相談して、経験やノウハウ、悩み改善のためのアイ
デアが共有されるなど、一人一人の職員が横のつながりを得て、質的にパワーアップしていくこ
とが期待されます。また、部署間や自治体間での人と人のつながりが、将来的には共同発注な
ど、組織と組織がつながる「群マネ」の素地となることが期待されます。

• こうした「人の群マネ」など、技術者が束となる取組例を紹介します。

人 の 群 マ ネ

近隣自治体の経験豊富な職員に相談して、
経験やノウハウ、アイデアを共有

一人一人の職員が横のつながりを得て、
質的にパワーアップ

現 状

周りに技術系職員がほとんどおらず、
技術の伝承や蓄積はもとより、

自己研鑽の余裕もない

「事実上、孤島の住人」

所属の枠を越えて「個人」がつながる

将来的に共同発注など、組織と組織が
つながる「群マネ」の素地となる
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「群マネの手引きVer.1」 P54６ 人の群マネ（技術者の束） 「人の群マネ」について
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注 意 （ちゅうい）！

警 告 （けいこく）！

インフラ管理者の方へ 必ずお読みください

 本製品を長時間放置しないでください。 この手引きを放置しているあいだ
にも、インフラ老朽化は進んでいきます。

 本製品は絶対に一人で読まないでください。 チームで課題やアイデアを
共有することが何より重要です。

 本製品を改造してもかまいません。 自分の地域に合わせて工夫することは
大歓迎です。

 電池は付属していません。 エネルギーは、あなたの情熱から生まれます。

「群マネの手引きVer.1」 裏表紙裏表紙 最後の「警告」と「注意」

17



担当部署 電話 メールアドレス

北海道開発局 開発調整課 011-709-2311 hkd-ky-maintenance-81s@gxb.mlit.go.jp

東北地方整備局 企画部 震災対策調整官 022-225-2171 thr-kikaku@ki.mlit.go.jp

関東地方整備局 企画部 事業調整官 048-601-3151 ktr-kanto-infuramente@gxb.mlit.go.jp

北陸地方整備局 企画部 事業調整官 025-280-8830 kikaku@hrr.mlit.go.jp

中部地方整備局 企画部 環境調整官 052-953-8127 cbr-kikaku@mlit.go.jp

近畿地方整備局 企画部 事業調整官 06-6942-1141 kkr-infuramentenansukaigi@gxb.mlit.go.jp

中国地方整備局 企画部 事業調整官 082-221-9231 cgr-maintenance@cgr.mlit.go.jp

四国地方整備局 企画部 環境調整官 087-811-8309 skr-kouikikei@mlit.go.jp

九州地方整備局 企画部 事業調整官 092-471-6331 qsr-kikaku@ki.mlit.go.jp

沖縄総合事務局 建設行政課 098-866-1908 oj-kensetsugyousei@ogb cao go jp

各地方の

自治体メンテ相談窓口
お近くの地方整備局等でも、群マネや新技術の導入など、
インフラメンテナンスに関するお悩みをご相談いただけます

国土交通省 総合政策局公共事業企画調整課
電話： 03-5253-8284 メール：hqt-infra_mainte＠ki.mlit.go.jp

「群マネの手引き」

問合せ先
本手引きに関する質問など、お気軽にご相談ください!

群マネの
お役立ち情報や
最新情報は

群マネ
特設ＨＰへ
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